
アイフレイルを知っていますか？

人は外の世界の情報の約 8割を目から得ているといわれています。
この大切な目も、加齢によって様々な不調や病気がでてきます。
例えば、40歳代も半ばになると、ほとんどの人が以前より見えづ
らさを感じ出しますが、これはピントを合わせる力の低下、いわゆ
る老眼によるものが最も多く、メガネをかけるなどで見えやすくす
る必要が出てきます。
ただ、その中には、白内障や緑内障、加齢黄斑変性などの治療が必

要な病気も含まれているかもしれません。
また、見えにくさには影響がなくても、皮膚やまぶた、結膜（白目）の張りがなくなり、
ドライアイあるいは涙目になることで、眼の不快感が出てきたり、免疫力が低下すること
で結膜炎などの病気も増えて、目の不調を感じることが多くなります。これを、目の脆弱
な状態、すなわち、アイフレイルとよびます。
ドライアイや結膜炎、涙目などは、適切な点眼や処置をすることで、不快感を軽減でき
ますし、白内障は、現在の医療技術では比較的安全確実に、手術により見えやすくするこ
とができます。また、緑内障、糖尿病網膜症、加齢黄斑変性などの眼の病気に対しても、
早期に治療を始めるほど、一生涯見える目を維持することに近
づけます。
逆に、これらの病気が進んで見えにくくなると、足もとに不安
が出て、外出がおっくうになり、体を動かすことが減ると、全身
の健康にも影響が出てきます。家に居ても、本やテレビが見えに
くくなると、意欲も出なくなり、楽しみも減ってしまいます。
健康で健やかな生活を楽しむために、目の不調を歳のせいだ
から仕方が無いと片付けないで、まずは眼科を受診し、早めに
対策をすることで、目の健康寿命を伸ばしましょう。
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